
滋賀県立農業大学校シラバス  
 

 講座名  水田野菜   担当  県農業技術職員  実務経験   有   無  
 

 科目の種別   教養  共通  専攻   対象学生    １年  ２年  就農  

 学期  前期  後期  時間数（単位数）  16時間（１単位）  

授業形態（○記入） 講義    演習     実験    実習     見学  
 

 科目内容（教育研修計画より転記も可）  

・水田作野菜の作付体系（土地利用型作物と組み合わせた土地利用体系）  

・水田作露地野菜や加工業務用途向け栽培を導入する農業経営の特性  

・排水対策の重要性とその手法  

・キャベツ、はくさい、ブロッコリー、たまねぎに関する各論  

（性状、作型、栽培管理、病害虫管理、機械化）  
 

 授業内容（４時間を１回分とした内容）  

 第１回（ 4時間

）  

(講義 )水田で栽培できる野菜の種類、水田での栽培における留意点、

露地水田野菜を導入する農業経営とは  

 第２回（ 4時間

）  

(講義 )排水対策、作付体系（土地利用体系、ほ場のローテーション）

、加工・業務用途向け栽培の特徴について  

 第３回（ 4時間

）  

(講義 )各品目の花芽分化特性や育苗技術について、キャベツ栽培について  

(見学 )土地利用型大規模経営体における収穫機を用いた  

キャベツ収穫作業  

 第４回（ 4時間

）  

(講義 )ブロッコリー・ハクサイ・タマネギの栽培について、各品目の

病害虫雑草防除について、作付計画を立てるのに必要な計算について  

使用教科書（テキスト）書籍名、自作資料の内容を記入  

自作資料（農水省 HP、ヤンマー HP、クボタ HP等を参考に作成）を使用。  

 

 到達目標   

土地利用型経営に水田野菜を導入する意味を考える。  
消費者・流通・生産者それぞれの立場から露地水田野菜各品目のイメージをとらえ、経営
形態や経営戦略を考える。  
家計消費向け栽培と加工・業務用向け栽培の違いを理解する。  
各品目の生理生態に基づき、具体的な栽培方法を理解する。  
排水対策の必要性を理解し、排水対策技術の基本を身に着ける。  

 

 評価で重視する内容（テスト・レポート等の有無、その他（授業態度・出欠）  

○記述テスト  ○出欠状況  

 

 評価基準  

本講座は、講義を主とする科目であることから、評価は筆記試験やレポート等の成績のほ
か、出席日数、受講態度を考慮して総合的に評価する。 100点法により、 50点以上を合格
とし、50点未満を不合格とする。なお、成績評価 50点以上の科目についてその単位を認定
する。成績評価が 50点未満で不合格となった科目について、本人からの願い出により追試
験を行う。追試験は原則１回とし、追試験による合格の評価は可とする。  

 


